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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
セ
メ
ン
ト
・
印
象
材
練
和
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

日
時　

７
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

定
員　

20
人

講
師　

岩
崎
小
百
合
氏
（
歯
科
学
術
・
臨
床
学
会
部
員
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

※
開
催
要
項
、
会
場
案
内
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

「
医
院
経
営
に
必
要
な
改
定
労
働
法
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

パ
ー
ト
労
働
法
、労
働
契
約
法
等
」

日
時　

７
月
19
日
（
土
）
午
後
３
時
～
５
時
30
分

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
団
社
労
士
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料

雇
用
管
理
研
究
会
（
歯
科
・
医
科
協
会
共
催
）

「
歯
周
病
と
全
身
疾
患
と
の
関
係
」

日
時　

７
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
～
12
時

会
場　

千
里
阪
急
ホ
テ
ル
「
仙
寿
の
間
」（「
千
里
中
央
」
駅

南
出
口
か
ら
徒
歩
３
分
）

講
師　

鴨
井
久
一
氏
（
日
本
歯
科
大
学
名
誉
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
５
０
人

北
大
阪
地
区
講
習
会

「
一
か
ら
始
め
る
口
腔
ケ
ア
と
維
持
・
回
復
に
必
要
な

基
礎
知
識（
後
期
高
齢
者
の
口
腔
機
能
管
理
）」

日
時　

７
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

五
島
朋
幸
氏
（
東
京
都
新
宿
区
開
業
、
ふ
れ
あ
い
歯

科
ご
と
う
代
表
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
内

容
を
含
む

７
月
度
生
涯
研
修

第
２
回
社
保
講
習
会

日
時　

７
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

「
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
手

術
」、
第
３
回
８
月
23
日
（
土
）「
歯
周
疾
患
、
歯
冠

修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
」

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』
２
０
０
８
年
４
月
版
を
お
持

ち
く
だ
さ
い

こぶしを突き上げ、怒りの声を上げる参加者＝12日、大阪市

大
阪
で
５
０
０
人
が
決
起

は
よ
死
ね
制
度
は
廃
止
し
か
な
い

　

〝
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
怒
り
の
決
起
〟
が
全
国
で

起
こ
っ
て
い
る
。
大
阪
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
中
止
・
撤
回
を
求
め
て

「
怒
り
の
総
行
動
や
め
て
ん

か
！
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
が
12
日
に
開
催
さ
れ
、

高
齢
者
ら
５
０
０
人
が
「
命

の
差
別
な
ん
で
や
ね
ん
」
と

怒
り
の
声
を
上
げ
な
が
ら
大

阪
府
庁
周
辺
を
デ
モ
行
進
し

た
。
主
催
は
、
年
金
者
組
合

大
阪
府
本
部
、
大
阪
労
連
、

大
阪
社
保
協
な
ど
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
。

　

デ
モ
行
進
に
先
立
っ
て
開

か
れ
た
集
会
で
は
「
少
な
い

年
金
か
ら
保
険
料
を
天
引
き

す
る
制
度
は
、
憲
法
25
条
の

生
存
権
に
抵
触
す
る
」「
ま

さ
に
は
よ
死
ね
制
度
、
一
刻

も
早
く
廃
止
し
な
い
と
い
け

な
い
」
な
ど
、
次
々
に
怒
り

の
声
が
上
げ
ら
れ
た
。

　

同
実
行
委
員
会
は
、
同

日
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
広

域
連
合
な
ど
に
制
度
の
中
止

・
撤
回
を
求
め
る
要
請
書
を

提
出
し
た
。

接遇・マナー講習会
「話し方が洗練された」と参加者

　

協
会
の
東
西
南
地
区
は
８

日
、
ス
タ
ッ
フ
対
象
講
習
会

「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３
」を
開
い
た
。講

師
は
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
西
出
知
子
氏
。

　

歯
科
医
院
で
は
、
歯
科
医

師
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

「
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
」
で

あ
る
治
療
と
、
患
者
と
の
会

話
を
中
心
と
し
た
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
の

２
つ
が
「
患
者
満
足
」
を
構

成
す
る
要
素
と
な
る
。
講
習

で
は
ま
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
で
あ
る
接
遇

と
マ
ナ
ー
の
基
本
を
解
説
。

患
者
に
対
し
て
は
常
に
同
等

の
立
場
で
接
し
、
明
る
い
あ

い
さ
つ
と
笑
顔
で
相
手
を
受

け
入
れ
、
不
安
・
不
満
・
不

信
の「
３
つ
の
不
」を
取
り
除

く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
た
。

　

後
半
は
、
２
人
１
組
・
３

人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
に
な

り
、
①
電
話
応
対
②
患
者
や

業
者
へ
の
応
接
・
受
付
③
診

療
室
・
院
長
へ
の
案
内
・
取

り
次
ぎ―

―

の
ロ
ー
ル
プ
レ

ー
イ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
つ
も

の
言
葉
遣
い
や
話
し
方
と
比

べ
非
常
に
洗
練
さ
れ
た
感
じ

に
な
る
」「
ク
ッ
シ
ョ
ン
言

葉
を
添
え
る
な
ど
、
細
か
な

点
ま
で
理
解
で
き
た
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
た
ほ
か
、
悪

質
な
業
者
の
電
話
応
対
に
つ

い
て
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど

熱
心
さ
が
伺
え
た
。

　

西
出
氏
は
「
電
話
で
も
対

面
で
も
そ
の
時
の
状
況
を
読

み
取
り
、
臨
機
応
変
に
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
。
基
本
を

し
っ
か
り
押
さ
え
、
明
日
か

ら
の
業
務
に
何
か
一
つ
で
も

プ
ラ
ス
し
て
実
践
し
て
ほ
し

い
」
と
強
調
し
た
。

「後期」医療制度

国
保
の
改
善
求
め
て
要
請

大阪社保協
　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
大
阪

社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
20
日
、

大
東
市
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

今
年
は
、
①
法
お
よ
び
条

例
に
基
づ
く
行
政
執
行
②
国

保
の
減
免
制
度
の
拡
充
や
資

格
書
発
行
を
や
め
る
こ
と
③

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充

と
子
ど
も
の
い
る
世
帯
へ
の

資
格
書
発
行
を
や
め
る
こ
と

―
―

な
ど
に
つ
い
て
府
下
の

各
市
町
村
と
交
渉
す
る
。

　

大
東
市
で
は
、
今
年
度
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
と
な
る
方
で
１
月
か
ら
３

月
に
75
歳
を
迎
え
る
高
齢
者

が
、
特
定
健
診
を
年
度
内
に

受
け
ら
れ
な
い
問
題
に
つ
い

て
追
及
、
当
局
は
「
当
市
と

し
て
の
対
応
は
考
え
て
い
な

い
」
と
言
い
放
っ
た
。

　

同
日
、
東
大
阪
市
で
も
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
開
催
。
協
会
の

貴
島
正
彦
副
理
事
長
が
出
席

し
「
憲
法
25
条
に
基
づ
き
、

住
民
の
暮
ら
し
や
健
康
を
守

る
行
政
を
つ
く
る
た
め
に
実

り
あ
る
交
渉
と
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
同
市
で

は
、
乳
幼
児
47
人
、
小
学
生

１
２
７
人
、
中
学
生
１
１
１

人
と
、
２
８
５
人
も
の
子
ど

も
た
ち
に
資
格
書
が
発
行
さ

れ
て
お
り
、
府
下
の
自
治
体

で
も
極
め
て
異
常
で
あ
る
と

指
摘
し
、
改
善
を
求
め
た
。

◇

〔
今
後
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
日
程
〕

・
７
月
２
日
（
水
）

　

柏
原
市　

13
時
～

・
７
月
３
日
（
木
）

　

豊
中
市　

10
時
～

・
７
月
４
日
（
金
）

　

池
田
市　

13
時
～

・
７
月
８
日
（
火
）

　

忠
岡
町　

10
時
～

　

泉
大
津　

13
時
～

　

高
石
市　

15
時
45
分
～

東西南地区

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
始
ま
る

　

団
塊
の
世
代
と
は
退
職
金

を
懐
に
し
て
い
る
有
閑
族
で

産
業
界
に
と
っ
て
は
格
好
の

ビ
ジ
ネ
ス
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

あ
り
、
そ
の
生
態
や
嗜
好
が

分
析
対
象
で
あ
る
。

　

飢
餓
や
戦
争
や
愛
国
心
に

縁
の
薄
い
こ
の
世
代
の
時
代

背
景
は
70
年
安
保
で
、
音
楽

ト
ッ
プ
の
位
置
に
あ
る
。

　

こ
の
潜
在
的
憧
憬
と
関
連

が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
近
年

の
青
春
時
代
に
は
ハ
ワ
イ
ア

ン
音
楽
が
長
期
に
わ
た
り
大

流
行
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
は
不
景
気
時
に
は

近
場
の
東
南
ア
ジ
ア
に
押
さ

れ
る
が
、
日
本
人
の
憧
れ
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
常
に

ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
の
リ
バ
イ

バ
ル
が
盛
ん
で
あ
る
。
テ
レ

ビ
放
映
や
Ｃ
Ｄ
の
売
れ
行
き

と
ま
で
は
行
か
な
い
が
、
各

サ
ー
の
数
の
方
が
多
い
ら
し

い
。

　

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
ワ
ン
ダ

ー
ス
ク
エ
ア
で
５
月
30
日
か

合
さ
れ
る
ま
で
の
わ
ず
か
１

０
０
年
５
代
の
王
朝
の
歴
史

し
か
な
く
、
現
在
の
主
力
産

業
は
軍
事
基
地
と
観
光
で
あ

地
で
コ
ン
サ
ー
ト
や
ラ
イ
ブ

も
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
隆
盛
を
伴

っ
て
根
強
い
人
気
が
あ
る
。

日
本
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
愛
好
家

は
女
性
が
主
で
、
全
ハ
ワ
イ

諸
島
よ
り
大
阪
府
内
の
ダ
ン

ら
３
日
間
催
さ
れ
た
、
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
後
援
の
ア
ロ
ハ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
、
今
年

で
ま
だ
３
回
目
と
い
う
新
し

さ
で
あ
る
。

　

ハ
ワ
イ
は
米
合
衆
国
に
併

る
。
だ
が
、
言
語
や
信
仰
な

ど
に
日
本
と
共
通
点
の
多
い

ポ
リ
ネ
シ
ア
か
ら
続
く
、
自

然
と
融
和
し
た
ハ
ワ
イ
諸
島

の
素
朴
な
文
化
は
日
本
人
に

愛
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
団
塊
世

代
以
上
の
高
齢
者
が
多
い

が
、
ダ
ン
サ
ー
は
子
供
を
含

む
老
若
男
女
が
違
和
感
な
く

交
わ
り
、
観
客
は
広
場
を
埋

め
尽
く
し
休
日
の
一
時
を
楽

し
ん
で
い
る
。

　

回
を
重
ね
る
に
従
っ
て
よ

り
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
近

い
将
来
大
阪
の
名
物
の
一
つ

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
新
聞
部
・
篠
部
正
夫
）

フラダンスで会場を沸かす出演者ら（写真は第２回）

い
ま
、ハ
ワ
イ
ア
ン
が〝
熱
い
〟

老
若
男
女
が
楽
し
む
ア
ロ
ハ
フ
ェ
ス197

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル

的
に
は
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
に
象

徴
さ
れ
る
。

　

ひ
と
回
り
上

は
60
年
安
保
世

代
で
、
今
や
仲

間
内
の
共
通
話

題
は
病
気
や
病

院
が
多
く
な

る
。
こ
の
世
代


